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MicrosoftTeamsモジュール Version1.1.6以下に対応

※お客さま環境により、実際の画面遷移・表示と異なる場合があります。
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はじめに

本マニュアルは、Smart C&C サービスのオプションメニューである「Web会議接続(M)」をご利用いただくにあたり、
Smart C&Cサービスからお客さまのMicrosoft Teamsの会議室へ直接接続することを許可するための設定方法について説明
いたします。

• 一部設定にはパワーシェルを使用します(予め必要なモジュールをインストールする必要があります。モジュールのインス
トール方法については本マニュアルにて説明いたします。)

• Office 365テナントの全体管理者権限を持ったアカウントが必要となります。

• 「Web接続接続(M)」をご利用いただくには、外部アクセスで「biz4f.com」とのアクセスを許可していただく必要があり
ます。

• Microsoft Teamsの「外部アクセス」は、既定ではすべての外部ドメインと通信できます。お客さまが許可ドメインを追
加していない場合、「biz4f.com」とも通信できるため、外部アクセスの設定追加は不要となります。（その他の設定は
必要です。）

• メーカーの仕様変更により、本マニュアルは予告なく改定する場合があります。

• 本資料にてお客さま接続設定完了後、弊社にて引き続き構築を進めるにあたり、お客さまのTeamsにて動作確認用の会議
作成をお願いいたします。
※ SmartからTeamsへ正常に接続可能かを確認する際、お客さまで作成した会議に記載されているビデオ会議IDが必要と
なります。（動作確認の際、弊社から接続をさせていただく場合があります）
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はじめに

• Teams接続設定を実施することにより、 Microsoft Teamsで「新しい会議」を作成すると、「ビデオ会議デバイスで参
加」という項目が追加され、SMART CCからの接続に使用するビデオ会議IDが表示されるようになります。

• 「ビデオ会議デバイスで参加」は全てのMicrosoft Teams会議で表示されます(SMART CCとの接続を行う会議のみに表
示させることはできません)。

• Teams接続に必要な作業実行後、ビデオ会議IDが表示されるまで最大6時間を要する場合があります

作業実行前

作業実行後

新しい会議を作成した際、「ビデオ会
議デバイスで参加」項目が追加され、

ビデオ会議IDが表示されます
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事前準備

お客さまでご用意頂きたい内容

項目名 詳細

インターネットへ接続可能なPC
(Windows 10推奨)

（64ビットのオペレーティングシス
テムが必要）

ブラウザーでのログイン、ソフトウェアのインストールおよびPowerShellでのコマ
ンド操作で必要となります
※ プロキシー等のパスワード認証でインターネットへアクセスしている場合、
PowerShellでのコマンドが一部使用できないため、認証不要でインターネットへア
クセス可能な環境をご用意いただく必要があります

Microsoft 管理権限アカウント 各設定を実施する際に、管理権限アカウントで随時ログインしていただく必要があり
ます

お客さまご利用のOffice 365テナン
ト名
(例) abc.com

Smart C&C サービスとの接続許可設定の際、お客さまご利用のOffice 365テナント
名を入力いただく必要があります
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事前準備

弊社から事前にご案内する情報

項目名 詳細

Office 365設定用URL Office 365設定を実施するのに必要なURLとなります
※事前に「https://～.azurewebsites.net/」でご案内しております(「～」はお客さ
ま毎に異なります)

Teams Connector用バッチファイル
（弊社からはzip圧縮ファイルでご提
供）

Smart C&C サービスとの接続許可設定を行うために必要な自動化ツール（バッチ
ファイル）となります
Zip圧縮ファイルを解凍して、デスクトップへ移動した後に実行していただく必要が
あります

本作業実施後、弊社宛に送付いただきたい情報
※下記の情報を頂かないと開通・サービス提供が出来ません

項目名 詳細

Office 365設定完了時に表示される
下記2項目
・ テナント情報(Tenant)
・ アプリケーションID(Application

ID)

Office 365設定完了時に表示されるテナント情報、アプリケーションIDを画面キャ
プチャしていただき、弊社宛に送付していただく必要があります
(頂いた情報を基に、SMART C&CサービスとTeamsの接続が可能となるよう設定い

たします)
(設定には情報を頂いてから、5営業日ほど時間をいただきます)

お客さまTeamsで作成いただいた、
動作確認用会議のビデオ会議ID
（9桁～12桁のビデオ会議ID）

お客さま設定完了後、弊社にて引き続き構築を進めるにあたり、お客さまTeamsで
作成していただいた、動作確認用会議のビデオ会議IDを送付していただく必要があ
ります
（こちらのビデオ会議IDを使ってSmartからTeamsへの接続が正常に行われるかの
確認を行います）
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作業完了までの流れ
・ Office 365設定用URLにアクセス

・ Microsoftログイン画面から管理者権限でログイン

・ アクセス許可を承認

・ 承認後に表示されるテナント情報とアプリケーションIDの画面をキャプチャし保存

・ Microsoft Office 365管理センターにアクセス

・ Microsoftログイン画面から管理者権限でログイン

・ Teamsの外部アクセス画面から「biz4f.com」を許可ドメインとして追加し保存

・ MicrosoftTeamsモジュールのインストール状況の確認（未インストールの場合、インストール作業を実施）

・ Microsoftログイン画面から管理者権限でログイン

・ PowerShellからSmart C&C サービスとの接続を許可するコマンドを実行

・ PowerShellから適用を確認

・ ビズリンク構築時、動作確認用会議をお客さまTeamsにて作成

・ 会議作成後、本文にビデオ会議IDが記載されていることを確認

ビデオ会議IDが記載されない場合、翌営業日に再度会議を作成して頂き、ビデオ会議IDを弊社宛に送付ください

（ Teams接続設定完了後、ビデオ会議IDが記載されるまでに最大6時間を要する場合があります）

・ 作業完了後、 Office 365設定手順で保存した画面キャプチャ、および動作確認用会議のビデオ会議IDを弊社宛に送付

外部ドメイン許可設定

Smart C&C サービス
との接続許可設定

Office 365設定手順

お客さまが許可ドメインを追加
していない場合は、設定不要

動作確認用会議の作成

バージョンによって
マニュアルが異なります。
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Office 365設定手順
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Office 365設定手順

① 弊社からお送りする「 Office 365設定用URL」にブラウザーでアクセスして下さい。

② 以下の画面が表示されますので、「Initiate the consent for your tenant」ボタンを押して下さい。

※ 下図のページが表示されない場合、 プロキシーまたはファイアウォールで「 Office 365設定用URL」に記載されている

URL（https://～.azurewebsites.net/)をブロックしていないかご確認ください。



© NTT BizLink, Inc. All Rights Reserved. 8

Office 365設定手順

③ サインイン画面が表示されます。管理者権限をもったアカウントを入力し、「次へ」を押します。
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Office 365設定手順

④ パスワードを入力し、「サインイン」を押します。
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Office 365設定手順

⑤ 下記の確認画面が表示されます。「承認(ACCEPT)」ボタンを押します。

※ お客さまのご利用環境によっては別の言語(英語等)で表示される場合があります。

Teams接続の利用に必要なアクセス許可の内容
が表示されます。

(記載内容は「Teams会議への発信許可」、
「会議の詳細情報の閲覧許可」等となります。）

弊社で事前にTeams接続用に構築した
ホスト名が表示されます。

※未確認のままで問題ありません。
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Office 365設定手順

⑥ 下記の画面が表示されれば設定完了です。

⑦ 画面に表示されているIDを、弊社クラウドサービス設備にて設定する必要があるため、

下記の画面キャプチャデータを弊社までお送り下さい。

こちらに記載されている
「Tenant」「Application ID」が必要となります
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外部ドメイン許可設定
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外部ドメイン許可設定

① ブラウザーを起動し、 https://login.microsoftonline.com にアクセスする。
② サインイン画面が表示されます。管理者権限をもったアカウントを入力し、「次へ」を押します。
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外部ドメイン許可設定

③ パスワードを入力し、「サインイン」を押します。
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外部ドメイン許可設定

④ アプリの一覧から「管理」を押します。
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外部ドメイン許可設定

アプリの一覧に「管理」が見当たらない場合、「すべてのアプリ」から「管理」を押します。

※ すべてのアプリに見当たらない場合、管理者権限をもったアカウントでログインしているかをご確認ください。
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外部ドメイン許可設定

⑤ 【Mircosoft 365 管理センター】のナビゲーションメニューから、「Teams」を押します。

※ メニューにない場合、「すべてを表示」を押してすべての項目を表示します。



© NTT BizLink, Inc. All Rights Reserved. 18

外部ドメイン許可設定

⑥ ナビゲーションメニューから、「ユーザー」 → 「外部アクセス」を押します。
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外部ドメイン許可設定

⑦ 「ユーザーがアクセスできる外部ドメインを選択します」項目を確認します。
・ 「 」の場合、外部ドメイン許可設定は不要となります。
（追加ドメイン「biz4f.com」が許可された状態のため）

・ 「 」の場合、次ページより設定が必要となります。
（追加ドメイン「biz4f.com」が許可されていないため、追加が必要）

・ 「 」の場合、外部ドメイン許可設定は不要となります。
（追加ドメイン「biz4f.com」がブロック対象として登録されていないため）

・ 「 」の場合、下図のプルダウンメニューから
「 」を選択した後、次ページより設定が必要となります。
（追加ドメイン「biz4f.com」のみ許可をする設定となります。）

「外部ドメインをすべてブロックする」をクリックして頂き、
プルダウンメニューから「特定の外部ドメインのみを許可する」

をクリックします。

設定が「特定の外部ドメインのみを許可する」に変更されます。
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外部ドメイン許可設定

※ 「ユーザーがアクセスできる外部ドメインを選択します」項目の設定が
「 」の場合、本設定が必要となります。

⑧ 「＋ ドメインを追加」をクリックします。
（許可されたドメインがない場合、「Allows domains」をクリックします。）

許可されたドメインがない場合
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外部ドメイン許可設定

⑨ ドメインに「biz4f.com」と入力し、「完了」を押します。
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外部ドメイン許可設定

⑩ ドメイン一覧にbiz4f.comが許可状態で追加されているのを確認し、「保存」を押します。
※「保存」ボタンは画面をスクロールすることで表示されます。

biz4f.comが許可ドメインとして追加されている
※ この場合、nttbiz.comとbiz4f.com以外からの

ドメインが禁止される形となります。
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外部ドメイン許可設定

⑪ 設定が保存され、画面上部のメッセージ表示を確認します。

※ 設定が反映されるまでに数時間かかる場合があります。（お客さまご利用状況によります。）
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Smart C&C サービスとの接続許可設定
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必要なモジュールのインストール状況の確認

① Windowsのスタートボタンを押して、「powershell」と入力します（自動で検索画面に移行）

② Windows PowerShellアプリが自動で選択されるので、「管理者として実行する」を押します
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必要なモジュールのインストール状況の確認

③ 起動したWindows PowerShellのタイトルバーが「管理者: Windows PowerShell」と表示しているのを確認します。

※ 管理者の記載がない場合、一旦ウィンドウを閉じて再度管理者としての実行を行います。
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必要なモジュールのインストール状況の確認

④ 必要なモジュールのインストール状況を確認するため、PowerShell上で下記のコマンドを実行します。
1) Get-InstalledModule -Name "MicrosoftTeams"

→ 表示されたメッセージによって、対応が異なります。 （下記表を参照）

パターン1

MicrosoftTeamsモジュールが未インストール状態（検索しても見つからない状態）
→ 次のページの「MicrosoftTeamsモジュールのインストール」へ進みます

パターン2

MicrosoftTeamsモジュールのバージョンが2.0.0以上の場合
→ 「Smart C&C サービスとの接続許可設定（モジュールバージョン2.0.0以上の場合）」へ進みます

※ 本マニュアルが別バージョンの場合、該当バージョンのマニュアルを確認します

パターン3

) MicrosoftTeamsモジュールのバージョンが1.1.6以下の場合
→ 「Smart C&C サービスとの接続許可設定（モジュールバージョン1.1.6以下の場合）」へ進みます

※ 本マニュアルが別バージョンの場合、該当バージョンのマニュアルを確認します

MicrosoftTeamsモジュールのバージョン2.0.0がインストール済み

MicrosoftTeamsモジュールのバージョン1.1.6がインストール済み
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MicrosoftTeamsモジュールのインストール

①必要なモジュールのインストールを行うため、PowerShell上で下記のコマンドを実行します。
1) Install-Module MicrosoftTeams -MinimumVersion “2.0.0” -AllowClobber

実行後、画面上部に「Installing package ‘MicrosoftTeams’」と表示されインストールが実行中となります。

→ 実行後、入力画面（下図の場合、PS C:¥Windows¥system32> ）が表示されます。

2) MicrosoftTeamsモジュールのインストールが完了となります。
→ 「Smart C&C サービスとの接続許可設定（モジュールバージョン2.0.0以上の場合） 」へ進みます。

※ 本マニュアルが別バージョンの場合、該当バージョンのマニュアルを確認します。

パターン1

パターン2
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MicrosoftTeamsモジュールのインストール

①
※ 1) Install-Module MicrosoftTeams -MinimumVersion “2.0.0” -AllowClobber

でプロバイダーのインストールメッセージが表示される場合
→ MicrosoftTeamsモジュールのインストールに必要となるため、「Y」を入力します。

※ 1) Install-Module MicrosoftTeams -MinimumVersion “2.0.0” -AllowClobber
でモジュールのインストール許可メッセージが表示される場合

→ MicrosoftTeamsモジュールをインストールするため、「Y」を入力します。

② PowerShellでexitコマンドを入力し作業を終了します。(PowerShellウィンドウが閉じます。）

パターン1
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Smart C&C サービスとの接続許可設定
（モジュールバージョン1.1.6以下の場合）

① 必要なモジュールのインポートを行うため、PowerShell上で下記のコマンドを順番に実行します
1) Import-Module MicrosoftTeams

→ 実行後、入力画面（下図の場合、PS C:¥Windows¥system32> ）が表示されます

2) $sfbSession = New-CsOnlineSession -OverrideAdminDomain "<domain_name>"

※ <domain_name>は、SMART C&Cと接続するお客さまご利用のOffice 365テナント名が該当します

例) <domain_name>が「nttbizlink.onmicrosoft.com」の場合、""内は nttbizlink.onmicrosoft.com となります

3) 2)実行後、Microsoftのサインイン画面が表示するので、管理者権限をもったアカウントでサインインします

→ サインイン完了後、入力画面（下図の場合、PS C:¥Windows¥system32> ）が表示されます

パターン３
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Smart C&C サービスとの接続許可設定
（モジュールバージョン1.1.6以下の場合）

①
※ 2) $sfbSession = New-CsOnlineSession -OverrideAdminDomain “<domain_name>”
でエラーが表示される場合

→ プロキシー経由等でインターネットへアクセスする際、認証が失敗したためエラーが表示されます
認証不要でインターネットへアクセス可能なNW環境で実行する必要があります
(再実行の際は、エラー表示されたPowerShell画面を閉じて、⑦のWindowsのスタートボタンから再開します)

パターン３
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Smart C&C サービスとの接続許可設定
（モジュールバージョン1.1.6以下の場合）

①
4) Import-PSSession $sfbSession

実行後、画面上部に「暗黙的なリモート処理モジュールを作成しています ...」と表示されインポートが実行中となりま
す

→ 正常に実行が完了した場合、下図のように各パラメータが表示されます

パターン３
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Smart C&C サービスとの接続許可設定
（モジュールバージョン1.1.6以下の場合）

② Smart C&C サービスとの接続を許可するため、PowerShell上で下記のコマンドを順番に実行します
1) New-CsVideoInteropServiceProvider -Name Pexip -TenantKey "<address>" -InstructionUri "<link>" -

AllowAppGuestJoinsAsAuthenticated $true -AadApplicationIds "<App ID>"
※ 「New-CsVideoInteropServiceProvider ～ "<App ID>"」までが1つのコマンドとなります
※ <address>、<link>、<App ID>は弊社から事前にご案内している各変数情報に変更して実行します

※ メモ帳等のテキストエディタに上記コマンドをコピーし、各変数情報を変更後、再コピーを行いPowerShellへ
貼り付け(Ctrl + V)後に実行いただくとスムーズに対応可能です

→ 実行後、下図のように各パラメータが表示されます

パターン３
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Smart C&C サービスとの接続許可設定
（モジュールバージョン1.1.6以下の場合）

②
2) Get-CsTeamsVideoInteropServicePolicy

→ 実行後、下図のように各パラメータをが表示されます(接続を許可するコマンド実行前のパラメータ状況の確認）

3) Grant-CsTeamsVideoInteropServicePolicy -PolicyName PexipServiceProviderEnabled -Global

→ 実行後、入力画面（下図の場合、PS C:¥Windows¥system32> ）が表示されます

パターン３
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Smart C&C サービスとの接続許可設定
（モジュールバージョン1.1.6以下の場合）

③ 実行したコマンドの適応状況を、PowerShell上で下記のコマンドを実行します。
1) Get-CsTeamsVideoInteropServicePolicy

→ Identity：Global 項目が下図(右側)の内容に変更されているのを確認します。

パターン３

⑪ 3)のコマンド実行前 ⑪ 3)のコマンド実行後

Identity：Global 項目のうち
ProviderName と Enable の変更を確認します

ProviderName：DefaultProvider → Pexip
Enable ：False → True
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Smart C&C サービスとの接続許可設定
（モジュールバージョン1.1.6以下の場合）

④ 現在接続しているセッションを切断するため、下記のコマンドを実行します

1) Remove-PSSession $sfbSession

→ 実行後、入力画面（下図の場合、PS C:¥Windows¥system32> ）が表示されます

⑤ PowerShellでexitコマンドを入力し作業を終了します(PowerShellウィンドウが閉じます）

パターン３
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動作確認用会議の作成
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※ SmartからTeamsへ正常に接続可能かを確認する際、本手順で作成した会議に対して、弊社から接続を実施する場合があ
ります。
① Teamsを起動してログインします。

お客さまのご利用に影響のないアカウントでのログインを推奨します。
（弊社から接続を実施する場合があるため）

② ログイン後、予定表内にある「新しい会議」をクリックします。
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③ 新しい会議を予約し、保存をクリックします。
（お客さまご利用のTeamsバージョンにより画面表示が異なる可能性があります。）

① タイトル名
動作試験用会議のタイトル名を入力します。
（タイトル名に指定はありません）

② 必須出席者
お客さまご利用メールアドレスまたはアカウントを登

録します。
（ユーザーが追加されないと、ビデオ会議IDが払い出

されません。）

③ 日付
5営業日を目安に会議時間を設定します。
（今後の弊社構築作業に5営業日を要するため）

④ 本文
空白で問題ありません。

⑤ ①～④の入力完了後、保存をクリックします。

①

②

③

④

⑤
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④ 作成した会議をクリックします。
※ 長期間の会議は予定の上部へ表示されます。
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⑤ 本文に記載されたビデオ会議IDを弊社までお送りください。
（9桁～12桁のビデオ会議IDとなります）

※ 下図の場合、ビデオ会議IDは「1343119817」が該当します。

ビデオ会議IDが表示されない場合
・ 必須出席者が空欄である

→ 必須出席者にお客さまご利用メールアドレスまたはアカウントを追加し更新した
後、

ビデオ会議IDが記載されているかを確認します
・ Teams接続設定の反映に時間がかかっている

→  Teams接続設定完了後、ビデオ会議IDが記載されるまでに最大6時間を要する
場合があるため、翌営業日など時間を置いて会議の再作成を行い確認します
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弊社から該当の会議へ動作試験として接続を実施した際、下図のメッセージが表示されますがそのまま静観頂いて問題あり
ません。

※ 本メッセージが出ている場合、SMARTからTeamsへの接続が行われていることを示しています。
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